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編集後記：今回から理事長に「マザアスの歩み」を語っていただくことになりました。６回シリーズです。乞う
ご期待です。・・・わたくしたちがマザアスの基本理念に触れる機会はいつでしょうか。就職したときでしょうか。
マザアスの創設者が心を思いを込めたこの理念は今もマザアスの中で輝いています。キャッチコピーも相手の立場
に立って、品性、慈しみ、愛を持って、仕事をなさっているみなさまの姿勢も、この基本理念から来ていると思い
ます。コロナ禍ではありますが、時が良くても悪くても、それを励みとして働いているのだと思います。（草野） 
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法人設立２０周年記念号（2014 年 11 月）から抜粋 

 
コロナ禍 

それでも仕事が楽しくて 

笑顔で働いて！ 

 

     

 

                        

 

     

 

 

 

https://www.fukei-kabegami.com/storage/m000472_k00007849_1024-768.jpg
http://www.moth.or.jp/


 

 

誠実に対応することから 

理事長 髙原敏夫   

  

法人の認可を得たのが 1994 年 10 月、特別養護老人ホームマザアス東久留米の開設は 1995 年 

5 月、以来日野市、新宿区に事業拠点を設けて今日の姿がある。 

この 26 年間「社会福祉は地域のニーズに誠実に対応することからはじまる」を合言葉に歩み続けて

きた。 

 介護保険制度がスタートは 2000 年 4 月、当時東久留米事業所では重度、介護困難なケースはニー

ドが高いことを意識して対応してきて、制度変更後入所者の平均介護度は市内で高い方に位置付けら

れた。介護保険によって措置入所から個人の選択による入所に変わり、収入も措置費から介護度でラ

ンク付けされた料金が保険から支払われるように変わった。平均介護度が高ければ、それだけ収入は

多いことになる。 

 時の流れと共に介護環境が変化してきた。入所者の平均介護度は高くなり、介護保険の見直しは定

期的に見直されてきたが収支差額は伸びず、労働力不足が深刻な問題になってきた。措置入所時代が

長い法人はそれなりに体力がついているが、介護保険導入前後に発足した法人は全体的に体力が弱い

傾向がある。施設運営は収支のバランスが注目され、現場では能力にあった利用者を選ばざるを得な

い状況になってきた。 

 

 高齢者福祉事業は社会福祉法、老人福祉法、介護保険法によって成り立っている。 

「介護保険」だけでなく「福祉」が帽子となっていることに注目しなければならない。 

「福祉」を説明するには紙面がたりないが、群馬県立高校福祉学科一年生の『社会福祉は「ふ」だ

んの「く」らしの「し」あわせを意味する』と書いているが、これで説明できていると思う。法人の

置かれている環境は厳しいが、福祉事業の原点に返って、個人や家庭、地域や社会のニーズに目を向

け、気づいて、それに誠実に対応するならば、その先に経営が成り立つことを信じて歩みを続けるの

が社会福祉法人ではないだろうか。  

 

「マザアスの歩み」シリーズ①/⑥ 

今回から 6 回シリーズでマザアス創設者でもいらっしゃる理事長にお

願いしました。6 回と言っても年に 3 回の季刊誌なので２年かかりで

語っていただく予定です。マザアスで働くみなさま、ご利用者、ご家

族、関係者の方々がマザアスの歩みはこうだったのか。と、知ってい

くことが楽しみとなり、また裏話も期待しているところです。（編者） 

 

 

 

国家試験合格を目指して猛勉強 

東久留米拠点では、武蔵野大学別科介護

福祉士養成課程に通う留学生 5名を、6

月からアルバイトとして迎えました。 

みなさん、学業の傍ら熱心に仕事に取り

組んで、介護現場の戦力として成長してい

ます。日本語も上達しました。 

敬老会では浴衣姿で 

炭坑節を披露！！ 

  

 

新型コロナウイルス感染拡大の状況を踏まえ、ご家族の面会を原則としてご

遠慮いただいたり、イベントなどについては中止をしたり、対応を講じておりましたが、徐々に再開をしているところです。ご家族

の面会については、5月から「ZOOM」を用いたオンライン面会を行っております。そちらに加えて、時間や頻度を限定した事前予

約制の面会を実施し始めました。また、従来は地域の方をお招きして開催していた秋まつりについては、規模を縮小し、施設内

のみで各フロアの開催としました。先月は上記「ZOOM」を用いて、施設内部の研修を開催した他、オンラインの音楽療法やご家

族も参加されるケース会議の開催を模索しているところです。オンライン面会では、海外にお住まいのご家族とも 

面会が実現したり、オンライン研修では離れた事業所の職員も参加し易かったり、 

様々な副産物も生まれています。ピンチをチャンスに変えます。感染症対策備品が 

手に入りにくかったり、高騰したり、未だ厳しい状況が続いています。そのような中でも、 

手作りマスクをご寄付頂くなど、同じく辛い状況にあるご家族にも、力強く支えていただいて 

いることに感謝致します。品薄の備品は、職員が自身の買い物に出かけた時に見か 

けたら、買ってきてもらう等しています。ご家族や地域に支えていただき、職員も総力で 

乗り切ります。 

 
10 月 2 日金曜日、第 2 回新宿区新型コロナウイルス対策医療介護福祉ネットワーク

会議に参加させていただきました。新宿区医師会が中心となり、医療と介護の地域ネ

ットワークを作り、地域の高齢者を支える試みです。夜の街、新宿と名指しされた新宿

は、日本一、多くの人、モノ、民族が交わる場所、当初は世田谷区がリードしていまし

たが、歌舞伎町でクラスター発生以来 6/14 新宿区が抜き、ダントツでトップをひた走

るようになりました。 

新宿で医療介護の仕事を担わざるを得ない私たちはいつ自分に感染するか、ひいて

は利用者に感染させてしまうのか。多くの職種の方々が「自分ごと」として向かい合わ

なければならない事態に直面されています。 

これを、災難と取るか、人生初のチャレンジと取るか。医療介護はこの町に住む人た

ちのためにあるという仕事の原点を思い出して日々コロナ禍と向き合っています。 

 

web 会議で今回はシンポジウム形式で特別養護老人ホームの代表というところでシンポジストとして参加させていただきました。

急性期、在宅診療、訪問看護、歯科、ケアマネ、デイサービス、クリニック、多様な分野からのシンポジストからの報告があり、新

宿というコロナ最前線でいろいろなことが起きていたことを知ることができたように思います。わたくしも医師会の方々や新宿区

（行政）の方に施設の現状を訴えるよい機会をいただいた気がします。コロナがきっかけではあるが、これを機会に医療と介護、

地域の連携がはかることができれば、新しい地域包括ケアが見えてくるように思えた時間でした。（高岡） 

 

マザアス新宿から 

マザアス日野から     
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